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みんなで育てた
　 もち米をお餅に
 ～ふるさと大収穫祭～

　12月５日、相内小学校で保護者や関係者

を招いてふるさと大収穫祭を開催し、春の

田植えから稲刈り、精米まで児童たちが育

てたもち米を使った餅つきが行われました。

　全校生徒が参加する餅つきは、６年生が

低学年に餅のつき方を指導し、４つのグループに分かれて行

われ、重いきねを持ち上げ「よいしょ、よいしょ」と交代し

ながら元気よく餅をついていました。

　出来上がった餅は、上級生と保護者によって食べやすい大

きさに丸められ、お雑煮やきな粉餅にして昼食にみんなで美

味しくいただきました。

　昔はどこの家庭でも行われていた餅つきも、今はなかなか

体験できません。児童たちにとって心に残る体験となったこ

とでしょう。　　　　　　　  　　　　　　　　（辻本　均）

　日の出と写真撮影のタイミングが合わず、新年号に間

に合うかどうかヒヤヒヤした年でした。撮影場所もなか

なか決まらず悩んでいたところ、たまたま通りかかった

「北見地区農道離着陸場（北見市豊田）」が見晴らしも

良く、撮影スポットに最適でした。

　12月19日、氷点下10度近くまで冷え込んだ早朝。出発

する時は暗かった外も現地に着く頃には明るくなるほ

ど、夜が明ける速さを実感しました。

　日が顔を出し始めたと思ったら瞬く間に昇り始めるの

で、急いでシャッターを切りました。

　昨年は、元号が変わり新しい時代の幕開けとなった年

でした。また、全国各地で大規模な自然災害が発生した

年でもあり、農畜産物等に甚大な被害を及ぼしました。

今年一年、災害がなく昨年同様に実り多い年となること

を切に願います。　　　　　　　　　　（大石　友和）

　今年は、十二支の１番目、子（ねずみ）年です。

　子年は新しい運気のサイクルの始まりです。

植物に例えると成長に向かって種子が膨らみ始

める時期であり、未来への大いなる可能性を感じさせます。ま

た、ねずみは「ねずみ算」と言う言葉があるほど、子どもをど

んどん産んで数を増やしていくことから「子孫繁栄」の象徴で

もあります。

　株式市場にも「子年は繁栄」という格言があり、株価が上昇

する傾向にあると言われています。2020年の東京オリンピッ

ク・パラリンピックによる経済効果を考えると、その格言もあ

ながち間違いではなさそうですね。

○
季
節
の
薫
り

２

…
…

…
…

…
…

…

○
年
頭
の
ご
挨
拶

４

…
…

…
…

…
…

「
私
の
夢
と
希
望
」

６

…
…

…
…

…

○
Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ

８

…
…

…

○
お
ひ
さ
ま
サ
ラ
ダ
ク
ッ
キ
ン
グ

　「
サ
バ
の
ト
マ
ト
煮
」

　「
カ
ブ
と
鶏
肉
の
あ
ん
か
け
」

16

…
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年
頭
の
ご
挨
拶

「
き
た
み
ら
い
ブ
ラ
ン
ド
」の
価
値
を
高
め
、

  
高
品
質
な
農
畜
産
物
を
消
費
者
に
向
け
安
定
供
給

きたみらい農業協同組合

西 川 孝 範

代表理事組合長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の

皆
様
を
は
じ
め
、
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
令

和
2
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
に
は
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
事
業
運
営
に
対

し
日
頃
よ
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
庚
子
（
か
の
え
ね
）
で
あ
り
ま
す
。

子
に
は
「
ふ
え
る
・
し
げ
る
」
の
意
味
が
あ
り
、
種
子

の
中
に
新
し
い
生
命
が
き
ざ
し
始
め
る
状
態
を
表
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
子
年
に
あ
や
か
り
、
農
業
に
と
っ
て

輝
か
し
い
未
来
が
芽
生
え
る
年
に
な
る
こ
と
を
願
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
的
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
年

と
な
り
ま
し
た
。
8
月
末
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨

や
、
９
月
、
10
月
と
東
日
本
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
15
号
、
19
号
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ

れ
る
と
と
も
に
、
農
畜
産
物
や
農
業
施
設
等
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

私
ど
も
と
交
流
の
深
い
Ｊ
Ａ
や
地
域
で
も
深
刻
な
被

害
を
被
っ
て
お
り
、
被
災
地
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
と
ご
遺
族
の
皆
様
に
、
改
め
て
深
く
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
く
復
興
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
営
農
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
春

先
か
ら
天
候
も
穏
や
か
に
推
移
し
、
季
節
外
れ
の
高
温

に
も
見
舞
わ
れ
る
中
で
、
例
年
よ
り
も
早
く
播
種
・
定

植
作
業
が
終
了
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
５
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
数
日
間
に
わ
た
る
暴
風
と
砂
嵐
に
よ
り

一
部
圃
場
で
被
害
が
発
生
し
、
特
に
て
ん
菜
で
は
再
播

種
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
の
回
復
が
心
配

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
少
雨
傾
向
が

続
き
、
７
月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
の
高
温
な

ど
、
厳
し
い
気
象
条
件
の
中
で
一
部
作
物
に
品
質
面
で

の
課
題
を
残
し
ま
し
た
が
、
適
度
な
雨
に
も
恵
ま
れ
、

総
じ
て
平
年
作
を
上
回
る
収
穫
量
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
組
合
員
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
生
産
基

盤
の
整
備
と
営
農
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
の
ご
指
導
・
ご
協
力
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
貿
易
交
渉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
２
月
１

日
に
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
発
効
と
な
り
、
昨
年
10
月
に
は
日

米
貿
易
協
定
へ
の
署
名
が
な
さ
れ
、
国
会
審
議
を
経
て

12
月
４
日
に
承
認
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
日
米
貿
易
協
定
の
影
響
に
よ
る
農
業
生
産
額

の
減
少
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
北
海
道
農
業
で
発

生
す
る
と
の
試
算
も
あ
り
、
北
海
道
農
業
へ
の
深
刻
な

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
農
業
へ
の
直
接
的
な

影
響
の
み
な
ら
ず
、
製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

関
連
産
業
、
ひ
い
て
は
地
域
経
済
へ
も
広
く
影
響
が
及

ぶ
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
と

と
も
に
、
農
畜
産
物
を
犠
牲
に
し
な
い
毅
然
と
し
た
対

応
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
に
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道

大
会
決
議
事
項
で
あ
る
「
農
業
所
得
増
大
」
や
「
担
い

手
確
保
・
育
成
」
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
践
状
況
や

現
状
の
課
題
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
共
有
し
な
が
ら
、

内
外
に
実
践
状
況
を
発
信
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

協
同
組
合
の
原
点
を
、
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、

「
新
た
な
協
同
組
合
」
の
姿
を
継
続
的
に
協
議
す
る
こ

と
が
今
後
益
々
求
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
の
経

営
理
念
に
も
あ
る
よ
う
に
、
組
合
員
や
地
域
住
民
の
多

様
な
価
値
観
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
事
業
運
営
の
展

開
を
、
皆
様
と
と
も
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
８
月
５
日
に
は
、
国
内
最
大
規
模
と
な
る
相
内

玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
で
の
選
果
作
業
が
本
格
稼
働
と
な

り
ま
し
た
。
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
、
将
来

を
見
据
え
た
最
新
鋭
の
設
備
が
脚
光
を
浴
び
て
、
12
月

末
ま
で
の
施
設
見
学
者
は
３
，
３
０
０
人
に
上
り
、
管

内
・
管
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
農
畜
産
物

を
消
費
者
へ
安
定
供
給
で
き
る
Ｊ
Ａ
と
し
て
内
外
に
発

信
で
き
る
こ
と
は
、
「
き
た
み
ら
い
ブ
ラ
ン
ド
」
の
価

値
を
さ
ら
に
高
め
、
農
家
所
得
の
向
上
と
地
域
貢
献
に

つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
組
合
員
の
皆
様

と
共
に
「
魅
力
あ
る
Ｊ
Ａ
・
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
・
地
域
に

貢
献
で
き
る
Ｊ
Ａ
」
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
在
、
農
業
・
Ｊ
Ａ

に
対
す
る
幅
広
い
理
解
と
共
感
を
得
る
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
益
々
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
長
年
に

わ
た
り
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ
の
き
た
み
ら
い
地

域
の
農
業
の
基
盤
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
次
の
世
代
に

繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
と
し
て
は
、
そ
の
責
任
を
果
た
す

た
め
に
今
一
度
足
元
を
見
つ
め
直
し
な
が
ら
、
最
大
限

の
努
力
を
傾
注
し
、
第
５
次
農
業
振
興
方
策
並
び
に
中

期
経
営
計
画
の
達
成
に
向
け
、
経
営
資
源
と
機
能
の
総

力
を
結
集
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
担
い
手
が
希
望
を
も

っ
て
営
農
で
き
る
よ
う
各
種
要
請
活
動
を
継
続
的
に
展

開
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
12
月
に
は
令
和
２

年
度
の
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
・
集
送
乳
調
整
金

単
価
が
１
㎏
当
り
10
円
85
銭
と
、
昨
年
を
５
銭
上
回
る

高
水
準
で
決
定
し
、
関
連
対
策
で
あ
る
酪
農
・
畜
産
農

家
向
け
の
「
働
き
方
改
革
」
や
「
災
害
対
策
」
等
が
拡

充
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
含
め
、
「
地
域
が
よ
く
な

ら
な
け
れ
ば
、
組
合
員
一
人
一
人
が
良
く
な
ら
な
い
」
と

い
う
理
念
の
も
と
「
組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
守
る
」

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
Ｊ
Ａ

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆

様
方
に
は
、
協
同
組
合
の
意
義
や
組
合
員
の
役
割
に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
頂
き
な
が
ら
、
更
な
る

Ｊ
Ａ
へ
の
総
結
集
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

と
、
災
害
・
農
作
業
事
故
が
な
く
豊
穣
の
出
来
秋
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

自
然
の
驚
異
を
改
め
て
痛
感

一
日
も
早
い
復
興
を
願
う

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
承
認
案
可
決

地
域
経
済
へ
の
影
響
懸
念

多
様
な
価
値
観
や
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
事
業
運
営
を
目
指
し

き
た
み
ら
い
地
域
の
農
業
の
基
盤
を

発
展
さ
せ
、
次
世
代
に
繋
げ
る



健 康 第 一
　今年も、農作業事故が無いように、家族み

んなで注意しながら酪農経営を営みたい。

　今年は、平均乳量12,000キロリットルを

目指し頑張りたいです。また、家族が仲良

く元気に過ごせる様な一年でありますよう

願っています。

おぎ の        きよひこ

荻野　清彦さん

北見地区・美里

1972年生まれ
（昭和47年）

はやし　　ひ　ろ　こ

林　比呂子さん

訓子府地区・駒里

1960年生まれ
（昭和35年）

よし  だ       あきよし

吉田　瑛祥さん

上常呂地区・常川

2008年生まれ
（平成20年）

  い  とう      さき  の

伊東　咲乃さん

置戸地区・境野

2008年生まれ
（平成20年）

 い  とう      ゆず か

伊藤　柚花さん

相内地区・西相内

（伊藤　薫さんのお子さん）

2008年生まれ
（平成20年）

 こ  だま       か  おり

児玉　香織さん

温根湯地区・昭栄

1984年生まれ
（昭和59年）

品質、評価の高い
玉葱を作りたい！

　最近は、天気が不安定なので、災害の少
ない年になってほしいです。
　今年も農作業事故には十分注意し、毎年
の目標でもある品質、評価の高い玉葱を作
りたいです。

にっ  た            ひとし 

新田　　均さん
1984年生まれ
（昭和59年）

いい だ   え   つ   こ

飯田恵津子さん

留辺蘂地区・大富

1948年生まれ
（昭和23年）

端野地区・一区

新 春

特 集

　今年の干支は子年です。新春
特集として「年男」「年女」のみ
なさんにご協力いただき、新年
を迎え、新たな夢や希望を語っ
ていただきました。

私の夢と希望

　昨年は、学校のクラブ活動でバドミントン
をしました。４年生から６年生までのトーナ
メント戦では、２勝２敗でした。今年は全勝
できるように頑張りたいです！
　また、今はそろばんの勉強をしており、今
年は暗算検定試験２級、珠算能力検定試験３
級取得を目指したい
と思います！

勉強、スポーツ
頑張るぞ!!

（吉田直人さんのお子さん）

健康に気をつけて
毎日楽しみたい

　今年も健康に気をつけて元気に過ごしたい
と思います。
　健康を意識して、今は週に１回の留辺蘂で
開催される健康教室に通って身体を動かして
います。
　暖かくなったら、夫とパークゴルフや温泉
旅行に行きたいと思
います。

小学生最後の
バスケ頑張りたい！
　昨年はバスケの大会で良い結果を残せな
かったので、たくさん練習してもっともっと
上手になりたいです。
　５年生最後の大会が２月にあるので、キャ
プテンとしてチームを引っ張っていけるよう
に、週３回の練習を一生懸命頑張りたいで
す。

いつの間にかに
            年女！

　昨年は、大きな被害もなく農作物も無事収

穫でき順調な年でした。

　家庭では、親の介護も始まり、４世代で今

年１年頑張ります！

（伊東憲一さんのお子さん）

子育てと仕事、
どちらも頑張る！

　昨年から本格的に農作業をするようにな
り、子育てとの両立は大変だと実感します
が、今年はどちらも今まで以上に頑張りたい
です。
　重たい物も持ち上げられるように、筋トレ
を継続しパワーアップしたい！特に腹筋頑張
るぞ～！

夢は農家と 　　
　プログラマー！

　今年は、縄跳びで二重跳びを連続ででき
るように練習を頑張ります！
　また、将来の夢は農家になって大きなト
ラクターを運転することと、プログラマー
になってゲーム会社で働きいろいろなゲー
ムを作ることです。

67
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　全道ＪＡ青年部大会が12月５日と６日、札幌
市内で開かれ当青年部からは20名の部員が参加
しました。
　初日は「ＪＡ青年の主張」と「ＪＡ青年部活
動実績発表」、「分科会」等が行われました。
　「ＪＡ青年の主張」では、訓子府地区の中根

正登部員がオホーツク大会を経て全道大会に出
場し、見事優秀賞を受賞しました。
　翌日は株式会社セコマ代表取締役社長の丸谷
智保氏を講師に招き、「地域に密着した経営理念
と北海道の農産物に求めるもの」と題して記念
講演が開かれました。当ＪＡ青年部が作成した
「動画で発信!!農の魅力コンテスト」では、上
位７作品が審査を受け、当ＪＡ青年部の作品は
ＪＡ道女性協会長賞を受賞しました。
　ちなみにこちらの受賞作品であるＰＲ動画は
ＱＲコードからＪＡきたみらいチャンネルにリ
ンクされていますので、是非ご覧ください！

青年の主張、1分間ＣＭで優秀賞

　当ＪＡ青年部各支部で、今年度も農薬推進講
習会を開催し123名が参加しました。12月９日
の南支部を皮きりに、13日東支部、17日西支部
で青年部活動の一環として実施されました。
　講習会では、それぞれの分野から講師を招き、
薬剤の説明や農薬の情勢、各種奨励対策の説明
が行われました。資材推進Ｇ小嶌職員は、推進
時における注意点や災害対応を拡充することで

100％補償できる制度の説明を行うなど、部員
は真剣な表情で講習会を聞いていました。
　青年部南支部の有馬支部長は「今回の講習会
で得た知識を推進活動に活かしていきたい」と
話しました。
　今後は、12月より各地区を推進して回り、１
月に申し込み用紙の回収をする予定です。

青年部各支部で農薬推進講習会を実施

～全道ＪＡ青年部大会～

▲全道大会に出場した青年部員のみなさん

◀リンク先：ＪＡきたみらいチャンネル
　（農業者＝クラフトマン・職人を
　　　　　コンセプトに作成した作品）

ＪＡきたみらいフレッシュミズ　国内農業視察研修を実施
　ＪＡきたみらいフレッシュミズは、11月25日から27日ま
での２泊３日で国内農業視察研修を行い17名の会員が参加
しました。
　初日は女満別空港から羽田空港へ移動し、バスに乗り群
馬県へ。世界遺産の「富岡製糸場」では、建造物を見学し
歴史についてガイドさんより説明を受けました。
　翌日は群馬県の「味の素冷凍食品関東工場」へ。きたみ
らい産の玉ねぎを使用した油・水なしの冷凍ギョウザや業
務用ケーキの製造ラインを見学し、たくさんの試食をいた
だきました。
　この日は東京まで移動し「豊洲市場」へ。きたみらい産
の馬鈴しょ・玉ねぎを他県産と比較し、市場の方から生産
者へ評価や求める品質など、意見交換を行いました。
　最終日は浅草を観光し、午後からは「大手町牧場」へ。
農業分野の活性化を目的とした人材確保・育成の取組につ
いて説明を受け、ビルに併設されている牧場を見学。アル
パカや馬、豚など数種の動物とふれあうことができました。
　参加者からは「自分が生産していない作物について知る
ことができ勉強になった」「きたみらい産の作物を褒めて
くれて嬉しかった」との感想が多く、今後の営農に大きな
意義のある視察研修となりました。▲大手町牧場にて動物とふれあう参加者

▲豊洲市場にて説明を受ける参加者

　オホーツクＪＡ女性協議会は12月４日から５日の２日間、フ
レッシュミズ部員研修会を開催し、きたみらいから17名の会員
が参加しました。
　１日目にはＪＡところの清尾和歌奈さんが「フレッシュで繋
がる人と心の輪」と題した作文を発表。自身が農家に嫁ぎ感じ
たことや明るい自分に成長できたフレッシュ部会の魅力などを
話しました。当ＪＡフレッシュミズ会員の選手宣誓から始まった
レクリエーションではチームで作戦をたてたり、会員同士応援
し合い、大いに賑やかな場となりました。その後は懇親会も行
われ、他の地域の会員とさらに交流を深めることができました。
　２日目、一般社団法人イマココラボの森本菜都美氏・ｄｅｓ
ｃｒｉｄｅ　ｗｉｔｈ代表の高橋優介氏による講演では、
「ゲームで体感する　ＳＤＧｓ　自分と世界のつながり」と題
し、チームに分かれ課題を設定、仲間と協力し世界を救うゲー
ムを実施。終了後は互いのチームと意見交換をし発表するなど、
オホーツクの更なる発展に向けた取り組みとなりました。
　閉会時には参加者同士で連絡先を交換するなど、フレッシュ
ミズ活動や営農について話し合う仲間の輪が広がった研修とな
りました。▲森本氏の講演に耳を傾ける参加者のみなさん ▲推進方法の説明をする資材推進Ｇ小嶌職員 ▲薬剤の説明をするホクレン職員

▲レクリエーションゲーム「おまめリレー」

オホーツクフレッシュミズ部員研修会
令和のオホーツクはアツい！令和のオホーツクはアツい！
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　こんにちは！私はＫｉＴ Ｃ.Ｃ所属の臼
井槙吾です。昨年に引き続き、これまでの
活動報告をさせていただきます。
　私たちは９月20日～23日まで、帯広市に
て「ＩＣＥ ＧＯＬＤ ＣＵＰ2019」の大会
に出場し、２連覇を達成することができま
した！
　その後、チームは１カ月間の長期にわた
りカナダ合宿に行かせていただきました。
　チームとしての結果は悔しいものばかり
でしたが、今回の合宿で一人一人が多くの
課題を克服し、成長できた合宿になったと
思っております。
　これもＪＡきたみらいをはじめ、協賛し
ていただいている企業の方々、チームを支
援いただいている地域の方々に支えられて
いるからです。
　これから日本選手権に向けた予選が始ま
っていきます。チーム一同頑張ってまいり
ますので、応援宜しくお願いします。

出題・イラスト：酒井栄子

ICE GOLD CUP2019優勝（2連覇）

カナダ遠征5大会出場
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年末年始の営業日程
月  日 曜日 A T M 給油所

センター
地区事務所

資材店舗
整備工場

金  融
窓  口

12月27日 金
午前中
営業

午前中
営業

営業 営業 営業

28日 土 営業営業休業休業休業

29日 日 営業※休業休業休業休業

１月１日 水 休業休業休業休業休業

２日 木 休業休業休業休業休業

５日 日 営業※休業休業休業休業

６日 月 営業営業営業
午前中
営業

※温根湯・留辺蘂・上常呂給油所の12月29日・１月５日の日
　曜日は休業です。
●コンビニＡＴＭは休業日でもご利用いただけます（8:00～21:00）。
　ただし、手数料がかかります。

午前中
営業

31日 火 休業休業休業休業
午前中
営業

30日 月 営業営業営業休業休業

４日 土
営業
9:00～
  15:00

営業休業休業休業

３日 金 休業休業休業休業休業

第11回 理事会報告
　12月19日、午前10時30分より第11回定例理事会が開

催され、報告事項12件、決議事項６件が協議され、原

案通り承認されました。

　

【報告事項】

①内部監査（営農・販売・畜産・経営部門）報告につ

　いて

②組合員状況報告について

③財務状況報告について

④対策農家の収支見込と精算対応（予定）について

⑤Ｈ30、Ｒ元年産小麦の精算について

⑥Ｈ30、Ｒ元年産もち米の精算について

⑦Ｒ元年産米麦乾燥料金について

⑧種子小麦事故品の経過と対応について

⑨Ｈ30年産澱原馬鈴しょの精算について

⑩Ｒ元年産馬鈴しょ・玉ねぎの選果販売状況について

⑪生乳生産状況及び個体取引価格状況について

⑫ホクレン商事からの要請について

　

【決議事項】

①出資減口について

②規程類の改正について

③令和２年度冬期地区別懇談会の日程（案）について

④第１７回通常総代会の日程（案）について

⑤北海道報徳（善行賞）受賞候補者の推薦について

⑥令和２年度事業計画基本方針（案）について
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（訓子府地区　黒川　純愛さん）

　　　池屋のスノーマーチのポテトチップスを取りま

　　　とめで購入し、孫と食べています。

　ホタテ味おいしいです。

　私も食べました！美味しかったですよね！ポテトチップ

スは食べると止まらないですね。

　食べ過ぎには注意しましょう（＾ｕ＾）

（上常呂地区　宮本　鈴子さん）

湖　　　つもむずかしいけどがんばってやっています。

　　　絵がかわいいです。

　　　　ありがとうございます。これからもむずかしい問
　　　題があるかもしれないですが、がんばって解いてく
　　　ださい！

い

　インフルエンザ猛威が続いています。

外出先から帰ったら、うがい手洗い

忘れずに！

（北見地区　安斉琥太郎さん）

　　　ンフルエンザ気をつけよう。イ

Ａ B C D
二重マスの文字をＡ～Ｄの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

①元日の寺社が混雑する理由
②霊峰も銀峰もこれです
③バイオリンやビオラより大きな弦
　楽器
④魚偏に里と書く魚
⑤破（わ）れ鍋にお似合いです
⑧一○○ニタカ三ナスビ
⑩擦りむいた膝やあかぎれに塗りま
　す
⑫浅草寺の表参道にある○○○○商
　店街
⑬今より前の時点
⑮てこの○○○を利用して重い物を
　動かした
⑰グーとパーではパーの方
⑱英語ではＫｉｎｇと言います

ヨコのカギ
①「生麦生米生卵」とか「東京特許
　許可局」とか
⑥夫の配偶者です
⑦生まれたばかりの赤ん坊のこと
⑧ゆっくりつかって「極楽、極楽～」
⑨剣や弓矢、大砲などのこと
⑪首の後ろ側の部分
⑬○○○をのんでなりゆきを見守っ
　た
⑭刑事を意味する俗語
⑮お酒は飲めない体質です
⑯こたつに似合う果物
⑱♂の記号で表すことも
⑲だて巻き、数の子、黒豆などを重
箱に詰めて用意します

タテのカギ

応 募 方 法
　クロスワードパズルの答えが解った人は、別

紙の応募用紙に答えと広報誌へのご意見・ご

感想を記入してFAXでご応募下さい。

　抽選で10名の方に、JAきたみらいの「オリジ

ナル商品詰め合わせセット」をプレゼント致し

ます。

12月号まちがいさがしの当選者
　12月号のまちがいさがしの答えは

「1、4、6、9、11」でした。正解者

37名の中から抽選の結果、当選者は

次の方々です。

　以上の方々には、ＪＡきたみらい
の「北見玉葱焼肉のたれ」と「黒酢
が入った玉ねぎドレッシング」をプ
レゼント致します。

（　　　）内は地区名

・石川　昭一さま（端　野）

・岩崎　智浩さま（相　内）　　　　　

・宮本　鈴子さま（上常呂）

・大関　博子さま（温根湯）

・春木　弘志さま（留辺蘂）

・鈴木撫々子さま（置　戸）

・水上てる子さま（訓子府）

・及川　京子さま（訓子府）

・伊藤　　拓さま（訓子府）

・山腰　一巧さま（訓子府）

まちがいさがしの答え…３・５・６・10・12

ボ　　　日、寒いですね。暖かい所で生活をして春になっ

　　　たら帰ってきて農作業をする、そんな事が出来

たらいいですね～。

　だんだん寒くなってきましたね。そんな生活が出来たら

いいですが、四季を感じられないのは少し残念になってし

まうかもしれません。。。

（温根湯地区　大関　博子さん）

毎

7

A

14

C

10

B

1 6 1911

162

D

12

95

4 13

8

3 15

18

17



vol.204

発
行

  き
た

み
ら

い
農

業
協

同
組

合
            〒

0
9

0
-

0
8

13
　

北
海

道
北

見
市

中
ノ

島
町

1丁
目

1番
8

号
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

T
E

L
0

15
7

-
3

2
-

8
7

7
7

(
代

）
責

任
者

/
西

川
孝

範
　

　
編

集
者

／
営

農
振

興
部

：担
い

手
グ

ル
ー

プ

URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

・明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。
・2020年は、日本国中が待ちに待ったオリンピックが開催されます。
　札幌でマラソン、競歩競技が開催されることになり、北海道の農畜産
　物も世界の人たちに食されることでしょう。
・今年は、「子年」で新しい十二支のサイクルがスタートします。「ね
　ずみ＝寝ず身」とされ、真面目にコツコツと働く人が多いようです。
　また、ねずみは環境への適応能力が高く、どんな状況でも合わせられ
　る特徴もあります。農業も気候変動に負けないように、今年も事故な
　く実り多い豊穣の秋になりますように。　　　　　　　  （辻本　均）

（令和１年12月12日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,659人

6,314人

966戸

114,825百万円

10,720百万円

4,983百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「キッチン晴人（ハレジン）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

カブと鶏肉のあんかけサバのトマト煮

❶フライパンにオリーブ油、つぶしたニン
ニク、カットトマトを入れ弱火にかける。
❷ニンニクの香りが立ったらサバ水煮缶を

汁ごと、レンコン、ローリエ、白ワイン
を入れ中火で煮詰めていく。
❸塩、こしょう、しょうゆで味を調え、器

に盛り付けたら切ったスナップエンドウ
を散らして出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（2人分）◆
……………………1缶（150g）

………………………2枚
……………………1/2缶

……………適宜
…………………大さじ1と1/2

…………………………………1片
…………………………………1枚
……………………………大さじ1

……………適宜

サバ水煮缶
レンコン
（厚さ1cmぐらいに輪切りにし
　下ゆでした物）
カットトマト缶詰
ゆでたスナップエンドウ
オリーブ油
ニンニク
ローリエ
白ワイン
塩、こしょう、しょうゆ ❶５cm幅に切った昆布１枚を３カップ程

度の水に１晩漬け、昆布だしを取る。
❷フライパンにサラダ油をひき、一口大に

切った鶏モモ肉を入れ、焼き色を付ける。
❸別鍋にカブ、昆布だし、酒と塩ひとつま

みを入れ中火にかける。
❹カブが軟らかく煮えたら焼き色を付けた

鶏肉を加え、ひと煮立ちさせる。水溶き
片栗粉でとろみをつけ、カブの葉を入れ
る（味が薄いようなら塩で味を調える）。
❺器に盛り付け、仕上げにすりおろしたユ

ズの皮を散らし出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（2人分）◆
…………………………150g程度

………………………適宜
………………適宜

………2個分
………………………3カップ

…………………………………1/4カップ
……………………………小さじ1

………………小さじ1と1/2
………………………………………適宜

鶏モモ肉
刻んだカブの葉
すりおろしたユズの皮
カブ（皮をむき半分に切る）
昆布だし（❶）
酒
サラダ油
水溶き片栗粉
塩


